
























Cofradía and San Simón Cult in a Quiche Maya Community of 
Guatemalan Highlands：The Case of Zunil Village








　This article describes the organization and management of Cofradía and the San Simón Cult in Zunil, an 
indigenous Mayan community in Guatemala highland, based on the authorsʼstudy conducted in 1974-75 and the 
short-term survey carried out in February 2020. Cofradía is an organization of Catholic congregation introduced by 
Spain after the Spanish conquest. It is known as an example of syncretism. San Simón, a unique saint statue looked 
after by the Cofradía is also an object of the Maya religion. This article focuses on San Simón and analyses the 
characteristics of contemporary Mayan religion and its changes.
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った時から約半世紀を経て、グアテマラは、近代化や
グローバル化によって、その景観は大きく変貌したが、
信仰は変わらない部分が大きいようである。しかし、
一方で、その信仰は、社会の多様なアクターの間での
せめぎあいとゆらぎのなかにあることも垣間見えた。
　サン・シモン信仰は、先住民にとって、ラディーノ
や政府との紛争に対処するのにも効果的な力を持つ聖
人として知られるようになったという（Smith 2006）。
また、ラディーノと先住民との境界を越え、国境をも
越えて、サン・シモンの人気は広がっているようであ
る。暴力と内戦の過程がどのような影響を与えたのだ
ろうか。生活の近代化とサン・シモン信仰はどのよう
な関連性があるのだろうか。
　一方で、古代マヤからの連続性は明らかであるが、
実際にどのような内容の繋がりがあるのか、またカト
リックとのシンクレティズムはどのように起こったの
か。考古学の最新の研究や、文献の検討は不十分であ
る。現地調査もこれからである。今回の研究は、その
ための基礎研究という位置づけである。今後の研究
で、その継続性と変容について、さらに明らかにして
いきたい。
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稲村哲也、アラン・ハイメ、市木尚利、木村友美
巻末カラー①　 サンティアゴ・アティトランの教会の
内部。壁側に、各コフラディアの聖人
像が安置されている。
巻末カラー②　 サンティアゴ・アティトランのマシモ
ンの儀礼。健康と仕事の成功を祈願し
てもらった。
巻末カラー③　 現在のスニル村（ドローンにより撮
影）。かつての農村は、45年間で、すっ
かり市街地に変貌した。
巻末カラー④　 スニル村の市場。かつては露店であっ
たが、立派な建物が建てられた。近代
化の象徴のひとつである。
巻末カラー⑤　 サン・シモンの前で、チマン（祈祷師）
が依頼者の体を神聖な水で清める。
巻末カラー⑥　 サン・シモンへの祈祷のプロセスで、
依頼者がサン・シモンの口に蒸留酒を
注ぐ。
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